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関係機関の連絡・調整会議を 3月 1日に四国森林管理局で開催
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二
月
二
三
日
、
四
国
森
林

管
理
局
に
お
い
て
、
「
平
成

二
三
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
取
組

は
、
国
有
林
野
事
業
の
運
営
等

に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る

と
と
も
に
モ

ニ
タ
ー
の
皆

様
（
四
国
局

は
二
六
名
）

か
ら
、
幅
広

い
意
見
や
要

望
等
を
お
聞

き
し
、
こ
れ

を
国
有
林
の

管
理
経
営
に

反
映
を
し
て

い
く
も
の
で

平
成
二
三
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

〈
企
画
調
整
室
〉

す
。

　

会
議
で
は
、
出
席
さ
れ
た

一
三
名
の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
活

動
に
つ
い
て
の
感
想
や
国
有

林
に
期
待
す
る
こ
と
等
に
つ

い
て
、
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

(

主
な
意
見
等
は
次
の
と
お

り
。
）

○�　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
な

る
ま
で
山
に
対
し
て
特
に

関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
勉
強
会
に
二
回
参

加
し
て
、
山
が
た
だ
そ
こ

に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

沢
山
の
人
が
働
い
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。

○�　

林
野
庁
は
山
の
現
状
や

魅
力
を
充
分
に
Ｐ
Ｒ
で
き

て
い
る
と
は
思
え
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
欲

し
い
。

○�　

今
は
就
職
難
の
時
代
な

の
で
、
若
い
人
た
ち
を
山
に

入
れ
て
欲
し
い
。
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
か
ら

す
ぐ
に
山
が
崩
れ
る
。
ち
ゃ

ん
と
管
理
す
れ
ば
崩
れ
な

い
の
で
、
治
山
に
金
を
使

う
よ
り
山
の
管
理
に
予
算

を
使
っ
て
欲
し
い
。

○�　

局
の
広
報
紙
は
わ
か
り

や
す
い
が
別
の
広
報
紙
は

内
容
が
堅
く
難
し
か
っ
た
。

○�　

今
の
林
業
政
策
は
時
代

に
逆
行
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

�　

人
口
が
減
り
、
木
の
需

要
が
減
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
昔
の
よ
う
に
広
葉
樹
の

山
に
す
れ
ば
シ
カ
の
被
害

や
山
崩
れ
が
減
る
の
で
は

な
い
か
。

○�　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
は
原

子
力
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
有
望
で
は
な
い
か
。

○�　

今
の
子
供
は
、
遊
び
と

い
え
ば
ゲ
ー
ム
ば
か
り
で
、

た
ま
に
山
に
行
く
と
い
っ

て
も
た
だ
山
頂
に
行
く
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
山

に
は
様
々
な
仕
事
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
子
供
に
伝

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

○�　

単
に
「
木
材
を
利
用
し

て
欲
し
い
」
だ
け
で
な
く
、

「
外
国
産
材
を
CO2

を
排
出
し

な
が
ら
使
う
よ
り
も
地
域

の
材
を
使
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
」
な
ど
、
何
故
国

産
材
が
良
い
の
か
、
と
い

う
と
こ
ろ
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要

で
あ
る
。

モニター会議
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近
年
急
激
に
生
息
数
が
増

加
し
、
森
林
や
自
然
植
生
に

被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
）
の

対
策
に
つ
い
て
徳
島
・
高
知

両
県
境
の
剣
山
・
三
嶺
地
域

に
お
け
る
関

係

機

関

で
、

連
絡
・
調
整

す
る
た
め
三

月
一
日
に
四

国
森
林
管
理

局
で
会
議
を

開
催
し
ま
し

た
。

　

会

議

に

は
、
高
知
大

学
、
森
林
総

合
研
究
所
四

国
支
所
な
ど
の
研
究
者
の
ほ

か
、
両
県
の
自
然
保
護
団
体

の
代
表
者
な
ど
や
、
徳
島
・

高
知
両
県
、
関
係
市
町
村
、

中
国
四
国
地
方
環
境
事
務
所

の
担
当
者
ら
一
九
名
及
び
森

林
管
理
局
、
関
係
森
林
管
理

署
長
等
が
出
席
し
、
森
林
管

理
局
、
地
方
環
境
事
務
所
、

両
県
な
ど
か
ら
、
平
成
二
三

年
度
の
対
策
の
概
要
と
平
成

二
四
年
度
の
対
策
案
等
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
三
嶺
の
森
を
ま
も
る
み
ん

な
の
会
」
の
依
光
代
表
か
ら
、

被
害
・
対
策
、
管
理
捕
獲
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
特

に
徳
島
側
で
の
捕
獲
作
業
の

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
県
境

周
辺
で
地
形
的
、
人
的
要
因

か
ら
捕
獲
の
空
白
域
が
生
じ

て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。

　

「
森
の
回
廊
四
国
を
つ
く
る

会
」
の
坂
本
会
長
か
ら
は
、
三

嶺
周
辺
の
植
生
等
が
シ
カ
の

影
響
を
受
け
て
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
た
か
、
設
置
し

て
き
た
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
効

果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
シ

カ
の
影
響
が
出
始
め
て
一
〇

年
程
度
経
過
し
た
が
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
、
日
当
た
り
が
い
い
尾

根
筋
等
に
お
い
て
は
ミ
ヤ
マ

ク
マ
ザ
サ
の
植
生
の
回
復
が

見
ら
れ
る
が
、
森
林
内
に
お

い
て
は
回
復
し
な
い
箇
所
が

あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
今

後
は
林
内
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
防

護
柵
を
設
置
し
林
内
で
種
子

の
発
芽
・
定
着
・
成
長
を
図
っ

て
は
ど
う
か
な
ど
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
で
あ
る
当

局
か
ら
、
昨
年
の
本
会
議
で

提
案
し
た
徳
島
、
高
知
以
外

の
香
川
、
愛
媛
両
県
も
含
め

た
連
携
の
重
要
性
を
踏
ま
え

四
国
四
県
の
担
当
者
及
び
森

林
管
理
局
、
地
方
環
境
事
務

所
、
農
政
局
、
森
林
総
合
研

究
所
の
担
当
者
で
構
成
す
る

連
絡
会
を
設
置
し
た
旨
報
告

し
ま
し
た
。

　

剣
山
・
三
嶺
地
域
で
の
取

組
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
四

国
全
体
で
の
シ
カ
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
、
改
め
て
関
係

者
が
認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

野
生
鳥
獣
と
の
共
存
に
向
け
た
連
絡
会
議
開
催

剣
山
・
三
嶺
地
域
の
シ
カ
対
策
で
関
係
機
関

〈
指
導
普
及
課
〉

平成23年のネット柵内の植生回復状況
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四
国
か
ら
は
、「
那
賀
川
す
ぎ

共
販
協
同
組
合
」
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
那
賀
川
す
ぎ
共
販
協
同
組

合
」
は
、『
徳
島
す
ぎ
板
倉
の

家
』
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、

建
築
資
材
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
り

施
工
が
早
い
こ
と
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
の
仮
設
住
宅
に
採
用

さ
れ
、
建
築
資
材
を
現
地
に
供

給
し
、
福
島
県
い
わ
き
市
な
ど

に
二
〇
〇
戸
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
仮
設
住
宅
は
、
プ
レ
ハ

ブ
の
仮
設
住
宅
と
異
な
り
ス
ギ

の
厚
板
が
持
っ
て
い
る
安
心
感

や
暖
か
み
が
あ
る
た
め
、
入
居

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
と
し
て

の
使
用
が
終
わ
っ
て
も
、
移
築

す
れ
ば
本
格
住
宅
と
し
て
も
再

利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
の
こ

と
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
仮
設
住
宅
建
設
に
貢
献

～
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
～

〈
企
画
調
整
室
・
徳
島
森
林
管
理
署
〉

　

二
月
一
三
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
、「
那
賀
川
す

ぎ
共
販
協
同
組
合
」
の
佐
々
木

隆
雄
代
表
理
事
に
、
新
木
局
長

か
ら
、
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
農
林
水
産
省
の
食
料
等
調

達
・
供
給
活
動
に
関
し
て
顕
著

な
貢
献
を
し
た
企
業
又
は
団
体

に
対
し
て
、
そ

の
功
績
を
讃
え
、

特
に
農
林
水
産

大
臣
か
ら
感
謝

状

の

授

与

を

行
っ
た
も
の
で

す
。

　

林
野
庁
関
係

で
は
、
全
国
か

ら
六
九
の
授
与

対
象
者
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
が
、

　
平
成
二
三
年
度
治
山
・
林
道

　
　
　 

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
表
彰
式

〈
総
務
課
〉

　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー

ル
受
賞
者
（
平
成
二
二
年
度
に

施
工
し
た
工
事
）
の
表
彰
式
が

二
月
二
四
日
、
四
国
森
林
管
理

局
局
長
室
で
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

農林水産大臣感謝状
（中央が佐々木隆雄代表理事）

治山・林道工事コンクール受賞者
（四国森林管理局長賞）
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一
月
二
二
日
、
高
知
市
立
介

良
小
学
校
に
お
い
て
、
森
林
教

室
と
木
工
教
室
及
び
木
を
使
っ

た
お
も
ち
ゃ
遊
び
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
森
林
教
室
・
木
工
教
室
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

　

こ
れ
は
、
介
良
小
学
校
か
ら
、

親
子
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
れ
あ
い
参
加
日
・
介
良
の

祭
り
」
の
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー

の
一
つ
と
し
て
、
木
工
製
作
の

体
験
活
動
を
通
じ

て
森
林
へ
の
理
解

を
深
め
さ
せ
た
い

と
、
当
局
に
森
林
・

木
工
教
室
の
依
頼

が
あ
っ
た
も
の
で

す
。

　

当

日

は
、

森

林
・
木
工
教
室
を

含
め
、
二
二
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
森
林
・

木
工
教
室
に
は
、

木工教室の様子

（
敬
称
略
）

◎
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
表
彰

［
治
山
部
門
］

○
株
式
会
社　

山
全

　

代
表
取
締
役　

牛
尾　

正
治

○
湯
浅
建
設
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役　

湯
浅　

雅
文

［
林
道
部
門
］

○
大
字
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

大
字　
　

徹

○
多
田
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

多
田　
　

裕

　

ま
た
、
二
月
一
六
日
に
林
野

庁
に
お
い
て
、
表
彰
を
受
け
た

方
々
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
林
野
庁
長
官
賞
表
彰

［
治
山
部
門
］

○
山
下
産
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

山
下　

政
司

［
林
道
部
門
］

○
一
若
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

中
畑　

健
右

三
二
名
の
親
子
等
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
「
木
を
使
っ
て

地
球
を
救
う
」
と
い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
て
、
森
林
の
働
き
等
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。
続
い
て
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
「
フ
ク
ロ
ウ

鉛
筆
立
て
」
と
「
カ
ッ
パ
カ
エ

ル
貯
金
箱
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

生
徒
及
び
保
護
者
の
方
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
木
工
作
品
の
出
来

映
え
に
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
木
製
の
「
パ
ズ
ル

ゲ
ー
ム
」
「
各
種
け
ん
玉
ゲ
ー

ム
」「
木
製
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
ゲ
ー

ム
」
等
を
行
い
、
親
子
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
、
「
ア
イ

デ
ア
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
は
、
ど

れ
も
暖
か
み
が
あ
り
、
小
さ
い

頃
か
ら
、
い
っ
ぱ
い
子
供
達
に

体
験
さ
せ
た
い
遊
び
で
す
。
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
か
ら
、
来
年

の
森
林
教
室
・
木
工
教
室
の
実

施
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
児
童

及
び
保
護
者
に
対
し
て
森
林

の
働
き
及
び
木
の
良
さ
、
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
国
有
林
野
事
業
の

Ｐ
Ｒ
の
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。


